
第4回たつの市美術展入賞者決定 
　日本画・洋画・工芸・書道・写真の５部門に御出品いただきました「たつの市美術
展」の審査会が９月２７日に行われ、応募総数４１３点の中から、入賞作品５０点、入選作
品２３８点が決定いたしました。 
　主な入賞者（市長賞・議長賞・教育委員会賞）は次のとおりです。（敬称略） 

日
本
画
の
部 

▽
市
長
賞
　
蔵
屋
さ
と
み
（
揖
保
郡
太
子
町
） 

▽
議
長
賞
　
山
口
早
苗
（
姫
路
市
） 

▽
教
育
委
員
会
賞
　
山
本
美
佐
子
（
赤
穂
市
） 

【日本画の部】市長賞 
「五月の風」 

蔵屋さとみさんの作品 

工
芸
の
部 

書
道
の
部 

写
真
の
部 

▽
市
長
賞
　
山
本
眞
由
美 

（
姫
路
市
） 

▽
議
長
賞
　
朝
比
奈
育
子 

（
姫
路
市
） 

▽
教
育
委
員
会
賞
　
鈴
木
み
ゆ
き 

（
神
崎
郡
福
崎
町
） 

▽
市
長
賞
　
仲
野
正
次
（
姫
路
市
） 

▽
議
長
賞
　
古
川
　
豊
（
姫
路
市
） 

▽
教
育
委
員
会
賞
　
見
津
孝
一 

（
た
つ
の
市
） 

【
写
真
の
部
】
市
長
賞 

「
あ
っ
ち
っ
ち
ぃ
〜
」 

仲
野
正
次
さ
ん
の
作
品 

▽
市
長
賞
　
松
永
幸
艸
（
加
古
川
市
） 

▽
議
長
賞
　
　
尾
玉
溪
（
加
古
川
市
） 

▽
教
育
委
員
会
賞
　
新
宮
善
覚 

（
宍
粟
市
） 

【工芸の部】市長賞 
「女」 

山本眞由美さんの作品 

洋
画
の
部 

▽
市
長
賞
　
石
井
久
志
（
た
つ
の
市
）
▽
議
長
賞
　
　
原
信

子
（
姫
路
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
　
牛
嶋
和
常
（
高
砂
市
） 

【洋画の部】市長賞 
「流れる」 

石井久志さんの作品 

【書道の部】市長賞 
「ひさかたの」 

松永幸艸さんの作品 

▼
社
会
教
育
課
（
1
７２
・
６
４
９
４
） 
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平
成
２１
年
度 

「
三
木
清
明
日
の
文
化
賞
」 

入
賞
者
決
定 
１００
歳
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

柏
木
　
健 

さ
ん（
新
宮
町
） 

明
治
４２
年
１０
月
５
日
生
ま
れ 

    

　
平
成
２１
年
度
た
つ
の
メ
タ
ボ
川

柳
に
１
６
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。応
募
の
川
柳
は
一
覧
に
し
て
、

市
役
所
、
各
総
合
支
所
ロ
ビ
ー
、

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
及
び
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
掲
示
し
、
投
票
箱
を

設
置
し
ま
す
。（
１１
月
２０
日
ま
で
） 

　
上
位
３１
点
を
日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
公
共
機
関
に
設
置
し

ま
す
。 

　
あ
な
た
の
セ
ン
ス
で
１０
点
選
ん

で
く
だ
さ
い
！ 

「
み
ん
な
で
選
ぼ
う
！ 

  

た
つ
の
メ
タ
ボ
川
柳
」 

    

　「
で
あ
い
」「
勇
気
」「
わ
た
し
の

す
き
な
こ
と
（
人
・
も
の
）」
を
テ

ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

７
、１
１
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん

が
三
木
清
賞
、
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

【
三
木
清
賞
】（
敬
称
略
） 

●
小
学
生
低
学
年
の
部
　
礒
見
郁

弥
（
揖
西
東
小
２
）・
濱
田
文
弥
（
神

部
小
２
） 

●
小
学
生
高
学
年
の
部
　
岩
島
直

哉
（
小
宅
小
５
）・
富
田
尚
杜
（
揖

西
西
小
５
） 

●
中
学
生
の
部
　
藤
元
絢
（
龍
野

東
中
２
）・
上
原
潤
奈
（
龍
野
東
中

３
） 

●
高
校
生
の
部
　
小
西
麻
也
果
（
龍

野
高
１
）・
福
山
冴
己
（
龍
野
北
高

１
） 

●
一
般
の
部
　
平
松
泰
典（
龍
野
町
）・

桑
田
美
津
子
（
揖
保
町
） 

【
奨
励
賞
】（
敬
称
略
） 

●
小
学
生
低
学
年
の
部
　
森
口
海

吏
（
小
宅
小
２
）・
井
澤
日
向
子
（
神

岡
小
２
）・
辻
田
素
希
（
河
内
小
３
） 

●
小
学
生
高
学
年
の
部
　
竹
中
識

人
（
揖
西
東
小
５
）・
永
富
彰
（
半

田
小
５
）・
井
川
鈴
雅
（
神
部
小
５
） 

●
中
学
生
の
部
　
橋
本
佳
林
（
新

宮
中
２
）・
中
野
翔
太
（
新
宮
中
３
）・

服
部
龍
（
御
津
中
３
） 

●
高
校
生
の
部
　
堀
啓
華
（
龍
野

高
１
）・
長
谷
川
隆
信
（
龍
野
北
高

１
）・
北
浦
春
香
（
播
磨
特
別
支
援

学
校
高
等
部
３
） 

●
一
般
の
部
　
南
勝
信
（
神
岡
町
）・

土
井
美
千
子
（
揖
保
川
町
）・
松
井

明
美
（
御
津
町
） 

◎
授
賞
式
を
開
催 

　
入
賞
作
の
授
賞
式
を
開
催
し
ま
す
。

三
木
清
賞
に
選
ば
れ
た
方
に
は
受

賞
作
の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
と
き
　
１２
月
１３
日
a 

１３
時
３０
分
〜 

●
と
こ
ろ
　
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル 

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
琴
龍
会
が
大
正
琴
演
奏
を
披
露

し
ま
す
。 

◎
入
賞
者
作
文
集 

　
授
賞
式
終
了
後
、
入
賞
者
作
文

集
を
市
教
育
委
員
会
、
各
総
合
支

所
及
び
各
公
共
施
設
等
で
、
希
望

者
に
無
償
で
配
布
し
ま
す
。 

▼
社
会
教
育
課
（
1

７２
・
６
４
９
４
） 

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
特
別
展 

「
新
発
見
！
忠
臣
蔵
と
旗
本
浅
野
家 

―
旗
本
の
職
務
と
川
海
の
役
割
―
」
を
無
料
開
放 

    

　
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
で
は
、「
関

西
文
化
の
日
」
と
し
て
、
１１
月
１４

日
g
、
開
催
中
の
特
別
展
を
無
料

開
放
い
た
し
ま
す
。 

　
赤
穂
浅
野
家
の
分
家
、
旗
本
浅

野
家
に
伝
わ
っ
た
忠
臣
蔵
で
知
ら

れ
る
浅
野
内
匠
頭
の
資
料
や
当
時

の
江
戸
屋
敷
図
、
旗
本
の
職
務
や

若
狭
野
陣
屋
に
関
す
る
新
発
見
の

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

 

◎
無
料
開
放
日
　
１１
月
１４
日
g 

◎
開
館
時
間
　
９
時
〜
１７
時 

（
入
館
は
１６
時
３０
分
ま
で
） 

◎
会
期
　
〜
１２
月
６
日
a 

◎
休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
） 

◎
通
常
入
館
料
　 

一
般
　
４
０
０
円 

小
〜
大
学
生
　
１
０
０
円 

６５
歳
以
上
　
２
０
０
円 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
（
1

６３
・

０
９
０
７
） 
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